
緊張感と

現実味の融合 印象的なシーン

物流センター内の緊迫したシーン

配送を止めれない社会構造の脆さ

⇒現実と地続きの内容

サスペンス映画としての完成度
爆発物処理班や

警察による捜査のプロセス

登場人物の

成長物語

主人公 エレナ

会社に忠実 ⇒事件によって価値観が変化

チームマネージャー 梨本孔 事件で役割と責任を見直す

その他

配送業者の八木竜平

シングルマザーの松本里帆

⇒視点が広がり、物語に厚み

現代社会への

鋭い視点 現代の構造問題

過酷な労働環境

心の病を引き起こす過労

それが引き金となる悲劇

重要なキーワード 「2.7m/s→0 70kg」

事件の背後 現代の社会や業界の体制への批判


